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琵琶湖の湖岸域には多様な水鳥が生息しています。特に冬期は水鳥の種数や個体数が

多く、琵琶湖が国際的に重要な湿地である根拠となっています。春から夏にかけては湖岸

のヨシ群落で水鳥が繁殖します。
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１．琵琶湖で越冬する水鳥

琵琶湖の湖岸は、特に冬期はカモ類を始めとする10万羽以上の水鳥の採食・休息場

所として利用されており、水鳥等にとって重要な生息地となっています。琵琶湖は、ラム

サール条約で国際的に重要な湿地であると判定される水鳥の個体数2万羽をはるかに

超えます。また、10種前後の水鳥の種・亜種または地域個体群で国際的に重要な湿地

と判定されるラムサール条約の１％基準値を超えています。

琵琶湖で越冬する水鳥には、カモ科（ハクチョウ類やガン類を含む）のほかに、クイナ

科、ウ科、カイツブリ科、アビ科、カモメ科、サギ科、チドリ科、シギ科などの種類も含まれま

す。この20年間（2005～2024年）の滋賀県内で越冬する水鳥の平均個体数の多い上

位5種は、オオバン（クイナ科）、キンクロハジロ、ヒドリガモ、マガモ、ホシハジロ（以上の4

種はカモ科）となっています（日本野鳥会滋賀 保護部 2024）。このうち主に沈水植物を

採食しているオオバンとホシハジロの越冬数は、この20年間

の中でも年によって大きな増減が見られています。水鳥の個々

の種の生態や湖内での分布傾向、過去の個体数変動について

は、ページ下のURLまたはQRコードでリンクされている琵琶

湖生物多様性画像データベース（滋賀県琵琶湖環境科学研究

センター提供）の鳥綱（鳥類の分類単位）をご覧下さい。

２．湖岸のヨシ原で繁殖する鳥

琵琶湖湖岸には孤島状にヨシ群落が残っています。大面積のヨシ群落では、カイツ

ブリ、カンムリカイツブリ、ヨシゴイ、サンカノゴイ、カルガモ、バン、オオバンといった水

鳥やヨシの茎に巣を架ける小鳥のオオヨシキリ、コヨシキリが繁殖しています。タカの

仲間のチュウヒもヨシ群落中に巣を作ります。しかし、県鳥・カイツブリの繁殖密度は

1980年代に大きく低下しました。サギ科のサンカノゴイとヨシゴイは絶滅の危機にあり

ます。これらの水鳥の減少要因としては、外来魚の増加による魚類群集の変化など湖

岸湿地生態系の劣化が関係していると思われます。

【琵琶湖生物多様性画像データベース】

https://www.lberi.jp/iframe_dir/species/tyoukou.html

写真７-17-１ 県鳥・カイツブリ

トピック カワウ

１．カワウの分類と採食行動

カワウはカツオドリ目ウ科に分類さ

れ、南米を除き世界に広く分布してい

ます。日本でも、全国的に広く生息し

ています。

カワウは魚食性の鳥で、採食量は多

いもので400～620gの記録がありま

す。琵琶湖のカワウが食べる魚は、季

節によって変化し、ハス、アユ、ウグイ、

オオクチバス、ブルーギル、オイカワな

どを食べています。

ねぐらから採食地の距離は、10～

20km程度のことが多く、行動時間帯

は昼間に限られ、主に早朝の2時間で

採食するようです。

また、カワウは季節によって採食す

る水域を変えており、琵琶湖のカワウ

は、最長で熊本県まで移動したことが

確認されています。

２．生息状況と被害対策

県内では1970年代にはカワウはほ

とんど確認されていませんでした。

1982（昭和57）年に竹生島で5巣の営

巣が確認された後、爆発的に増加し、

2008（平成20）年秋には７万５千羽が

生息していました。 自然環境保全課

採食行動により琵琶湖や河川の漁

業に大きな被害が発生し、竹生島や伊

崎半島では、巣作りのための枝折りや

糞害により樹木が枯死するなど植生被

害が出ていました。このような被害を防

ぐため、河川では防鳥糸の設置などで

採食を防止し、花火や鳴り物による追

い払いなどもされています。また、大規

模営巣地では銃器駆除によって人とカ

ワウが共生できる程度までカワウの数

を段階的に減らしています。

その結果、2024（令和6）年5月の

調査では県内の生息数は1万8千羽程

度まで減少し、竹生島では植生の回復

も見られるようになりました。

これまでは、竹生島等に営巣地が集

中していましたが、近年、内陸部への分

散化による分布拡大が見られ、生活環

境被害が顕在化してきたことから、新た

な対策の検討が必要となっています。

写真Ｔ-1　カワウ

写真Ｔ-2　竹生島の植生回復

（上：2008年7月、下：2016年7月）
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